
日本農芸化学会中四国支部第41回講演会（例会） 

 

会 場： 独立行政法人 水産大学校 講義棟 

開催日： 2015年1月24日（土） 

 

11:00～12:00 幹事打合会       （講義棟4階 セミナー室） 

12:10～13:00 支部参与会       （講義棟4階 No. 41講義室） 

13:10～13:35 2014年度日本農芸化学会農芸化学奨励賞受賞講演 

  （講義棟4階 No. 43講義室） 

「消化管のタイトジャンクション機能を制御する食品成分・生体内因子に関する 

基礎的研究」 

  鈴木卓弥（広島大院・生物圏） 

 

13:35～15:20 ミニシンポジウム「農芸化学によって拓かれる水産の未来」 

（講義棟4階 No. 43講義室） 

13:35～13:40 開会の挨拶 

    原田和樹（水大校・食品科学） 

13:40～14:05 「伝統食品加工技術を応用した新たな水産食品の開発」 

 福田 翼（水大校・食品科学） 

14:05～14:30 「食用海藻の高付加価値化につながる抗アレルギー成分」 

 杉浦義正（水大校・食品科学） 

14:30～14:55 「水産食品の安心・安全確保に向けた毒素検出法の開発」 

 池原 強（水大校・食品科学） 

14:55～15:20 「攻めの水産業における香りの可能性」 

 赤壁善彦（山口大・農） 

 

15:35～17:47 一般講演    （講義棟 No. 31-35, 41, 42講義室） 

19:00～21:00 懇親会                   （春帆楼本店） 
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一般講演 会場一ⷩ 

会 場 講演⇟ภ ಽ 㘃 

# No. 41 #-01 - #-11 ᓸ↢‛（ㆮવሶᯏ⢻⸃ᨆ） 

$ No. 42 $-01 - $-11 ᓸ↢‛（ઍ⻢ಽ㔌） 

% No. 35 %-01 - %-11 ㉂⚛࠲ンࠢࡄ⾰ 

& No. 31 &-01 - &-10 ᯏᄤὼ‛േ‛ 

' No. 32 '-01 - '-10 ᬀ‛ 

( No. 33 (-01 - (-11 㘩ຠ 

) No. 34 )-01 - )-10 ⚦⢩↢ℂ 

 

一般講演 ᐳ㐳一ⷩ 

会場 講演⇟ภ ᐳ㐳 

# No. 41講義室 

#-1 ～ #-4 

#-5 ～ #-7 

#-� ～ #-11 

㜞ဈᥓਯ （ጊญ大農） 

↰中⋥ቁ （㚅Ꮉ大農） 

㒙ᐳᒄ行（ጊญ大農） 

$ No. 42講義室 

$-1 ～ $-4 

$-5 ～ $-7 

$-� ～ $-11 

ᤊ↰ዏม （ጊญ大㒮ක） 

ർᙗม （ᐢፉ大⥄ὼ⑼学⎇セ） 

 ጟዏ （ጊญ大農） 

% No. 35講義室 

%-1 ～ %-4 

%-5 ～ %-� 

%-9 ～ %-11 

㊄የᔘ⧐ （ጟጊ大㒮ⅣႺ↢） 

㜞↰ᖗ㇢ （㚅Ꮉ大農） 

ਃ本ᧁ⥋ብ（ᐢፉ大㒮↢‛） 

& No. 31講義室 

&-1 ～ &-3 

&-4 ～ &-7 

&-� ～ &-10 

᧻ஜੑ （ጊญ大㒮ක） 

㊁ਅବᦶ （⋵ᐢ大↢ⅣႺ） 

೨↰ ᕺ （ጟጊ大㒮ⅣႺ↢） 

' No. 32講義室 

'-1 ～ '-4 

'-5 ～ '-7 

'-� ～ '-10 

⢈Ⴆፏ↵ （ጊญ大農） 

ᚻᨋᘕ一 （㜞⍮大農） 

ቬᱜᄥ㇢（ጟጊ大㒮ⅣႺ↢） 

( No. 33講義室 

(-1 ～ (-4 

(-5 ～ (-� 

(-9 ～ (-11 

↰ ⠢ （水大校㘩ຠ⑼学） 

ᳰේ ᒝ （水大校㘩ຠ⑼学） 

↰ᓞሶ （水大校㘩ຠ⑼学） 

) No. 34講義室 

)-1 ～ )-3 

)-4 ～ )-� 

)-7 ～ )-10 

᧖ᶆ義ᱜ （水大校㘩ຠ⑼学） 

ች↰ （水大校㘩ຠ⑼学） 

೨↰ବ （水大校㘩ຠ⑼学） 

 

ᵈᗧ） 

1㧚1*%ߚ↪ࠍญ㗡⊒にて行ޕߔ߹ᠲߪฦ⊒⠪߅ߢ㗿ޕߔ߹ߒ 

2㧚⊒ 9ಽ㧘⾰⇼ᔕ╵ 3ಽ෩ߢㅴ行߅ࠍ㗿ޕߔ߹ߒ 
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支部講演会ミニシンポジウム会場᩺ౝ 

独立行政法人 水産大学校 講義棟 
↸ਅ㑐Ꮢ᳗↰本 �595-759ޥ） 2㧙7㧙1） 

 

受ઃ               1 階  ウンジ 

受賞講演ミニシンポジウム会場  4 階  No. 43 講義室 

一般講演  # 会場：4階 No. 41 講義室  $ 会場：4階 No. 42 講義室 

      % 会場：3階 No. 35 講義室  & 会場：3階 No. 31 講義室 

' 会場：3階 No. 32 講義室  ( 会場：3階 No. 33 講義室 

) 会場：3階 No. 34 講義室 

幹事打合会会場          4 階  セミナー室 

支部参与会会場          4 階  No. 41 講義室 

ભᙑ室              3 階  No. 3� 講義室 

 

 ޤ᭴ౝ᩺ౝ࿑ޣ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㧝㧚講義棟（講演会会場） 
㧞㧚ⴡᚲ 
㧟㧚ᱞ㙚 
㧠㧚本㙚 
㧡㧚ੑ学⑼↪ታ㛎棟 
㧢㧚ห⎇ⓥ棟 
㧣㧚࿑ᦠ㙚 
㧤㧚学↢㩄㩚㨷㩐㩍㨲㨺㩘㨺㩣 

㧥㧚㘩ຠടᎿታ⠌Ꮏ場 
10㧚ᮡ本㙚 
11㧚水産↢‛㘺⢒ၭ㙃棟 
12㧚水産ᖱႎ㙚 
13㧚⥾↪ᯏ᪾✚合ታ㛎棟 
14㧚ౝΆᓮታ㛎棟 
15㧚ᶏᵗᯏ᪾Ꮏታ⠌Ꮏ場 
1�㧚⥱⦈▤ℂ棟 

17㧚ᯏ᪾棟 
1�㧚ਃ学⑼↪ታ㛎棟 
19㧚㩙㩣㩋㩜㩍㩨㨲㨻㩒㨹㩎㩦㨺㩂㩈㩧㩊㨺 
20㧚国㓙ᵹ会㙚 
21㧚学↢合ኋ棟 
22㧚大ဳ回ᵹ水ᮏ棟 
23㧚ᶏᵗ↢産ታ㛎ᢎ⢒棟 
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講義棟（講演会会場） 

 

1階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㧞階 
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㧟階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㧠階 
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水産大学校߳のㅢ᩺ౝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


1� ,4ጊ㒶本✢ 

「ศ㚞」ਅゞޕᓤᱠ15ಽ߹ࠢ࠲ߪߚシーਸ਼ゞ5

ಽޕ 


2� ,4ጊ㓁本✢ 

「ᐈ↢㚞」にて,4ጊ㒶本✢ዊਠ߹ߪߚፒ行

にਸ਼឵ߘޕ߃のᓟߪ
1�参ᾖޕ 


3� ጊ㓁ᣂ幹✢  

㧭）「ᣂਅ㑐㚞」ਅゞ4,ޕጊ㓁本✢「ਅ㑐行」に

ਸ਼឵߃㧘「ᐈ↢㚞」ਅゞᓟ
2�参ᾖޕ 

（̪「ᣂਅ㑐㚞」にߪ㧘ߛߎ߹㧘߭かࠅ߮ߐ

ゞߪ߶ߕߺ㧘ߺߙのޕゞߺの一部のࠄߊ

  （ᵈᗧߚߥߒ

㧮）「ዊୖ㚞」ਅゞ4,ޕ✢「ਅ㑐行」にਸ਼឵߃㧘

「ਅ㑐㚞」ߢਅゞᓟ
4
ߪߚ߹�1�参ᾖޕ  

㧯）「ᣂਅ㑐㚞」ਅゞࠢ࠲ޕシーਸ਼ゞ20ಽޕ 


  ↪ࠬࡃンㅢ࠺ンࠨ �4

ਅ㑐㚞೨࠲ࠬࡃーミナ3࡞⇟の߫ࠅにて「ർᶆ✢
ศᲣ᷼߹ߪߚᎹ᷷ᴰ行߈�」にਸ਼ゞޕ「水産大

学೨」߹ߪߚ「ศ᳗↰」ਅゞޕᓤᱠ5ಽޕ 


5� ጊญቝ部ⓨ᷼  

㜞ㅦࠬࡃ「ਅ㑐行߈」ਸ਼ゞ㧘「ਅ㑐㚞」ਅゞߘޕのᓟߪ
4
ߪߚ߹�1�参ᾖޕ 


 のᣇߒ߅ߢゞ߅ ��

中国⥄േゞਅ㑐+%よࠅ「Ꮉᣇ㕙」߳ ޕᏀ᛬ࠍᏅὐ「↸ࠅߤߺᒻጊ」ߒർࠍ✢34ภ⋵ޕ

⋵247ภ✢ࠍ⋥ㅴߒ「ጟ」Ꮕὐࠍฝ᛬ޕ国191ภ✢ࠍർߒศ㚞ࠍㅢㆊᓟ3ߟ⋡のାภ

てߒᏀ᛬ࠍࠅᒰ߈⓭ㅴᓟ㧘⋤ޕ（ශ⋠߇᧼⋼ᶏ⥄ⴡ㓌ਅ㑐ၮ㓌のߪߚ߹水産大学校）Ꮐ᛬ࠍ

水産大学校ᱜ㐷ᮮ㚢ゞ場߳ޕ（ⴡᚲにて㚢ゞ⸵นࠍᓧてਅޕߐ⺋って⥄ⴡ㓌ၮにଚߥߒ

 （ߐᵈᗧਅߏ߁よ
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懇親会会場（春帆楼本店） 

 （ਅ㑐Ꮢ㒙ᒎ㒚ኹ↸4-2 6'.: 0�3-223-71�1 0003-750ޥ）

 

 ޤౝ᩺ߏㅢのޣ

Ԙ 懇親会行߈ㅍㄫࠬࡃ 

ਸ਼ࠅ場：水産大学校ᱞ㙚೨ ⊒ᤨೞ：1�：00 

（懇親会⚳ੌᓟ㧘ਅ㑐㚞߅よ߮ᣂਅ㑐㚞߹ߢ行ޕߔ߹߈） 

ԙ ,4ਅ㑐㚞よࠢ࠲ࠅシーਸ਼ゞ（ᚲⷐᤨ㑆⚂10ಽ） 

Ԛ ,4ਅ㑐㚞よࠨࠅン࠺ンㅢࠬࡃ（ᚲⷐᤨ㑆⚂10ಽ） 

ԛ ⥄ኅ↪ゞ（講演会場受ઃに߅⍮ߖࠄਅޕߐㅜ᩺ߏౝ⥌ޕߔ߹ߒ） 

 

٤,4ศ㚞⊒ਅ㑐ᣇ㕙  ᤨೞ 

 ⌕1�：0�ศ㚞⊒ψ1�：32ਅ㑐㚞 ڏ

（一本೨）17：32ศ㚞⊒ψ17：59ਅ㑐㚞⌕ 

（一本ᓟ）19：00ศ㚞⊒ψ19：25ਅ㑐㚞⌕ 

 

٤,4ਅ㑐㚞よࠨࠅン࠺ンㅢߏࠍࠬࡃ↪の場合 

 （߈ዊ月༡ᬺᚲ行）✢国ޤ߫ࠅԘ⇟のޣ

1�：1�⊒ψ1�：27⿒㑆ች೨⌕ 

 （߈ᣂਅ㑐行）✢ຬశޤ߫ࠅԘ⇟のޣ

1�：25⊒ψ1�：34⿒㑆ች೨⌕ 

  （߈行（ߒߺ）ᓮᵈㅪ）✢㑐ଥ↰⼾ޤ߫ࠅԙ⇟のޣ

1�：33⊒ψ1�：42⿒㑆ች೨⌕ 

 （߈ቝ部中ᄩ行）✢ਅ㑐㧙ቝ部ޤ߫ࠅԙ⇟のޣڏ

1�：45⊒ψ1�：54⿒㑆ች೨⌕ 

  （߈ዊ月༡ᬺᚲ行）✢国ޤ߫ࠅԘ⇟のޣ

1�：50⊒ψ1�：59⿒㑆ች೨⌕ 

 

 ޤ⸳懇親会場ㄝᣉޣ

日ᷡ講⸥ᔨ㙚（春帆楼ᢝౝ）㧘⿒㑆ች（ᓤᱠ ⚂1ಽ）㧘 

໊ᚭᏒ場（ᓤᱠ ⚂5ಽ）㧘ጊᐈች（ᓤᱠ ⚂�ಽ）㧘 

㧘ਅ㑐Ꮢ立水ᣖ㙚 ᶏ㗀㙚（ᓤᱠ ⚂10ಽ）（ᓤᱠ ⚂7ಽ）ࡈーࡢンࡕࠞ
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講 　 　 　  演 　 　 　  会

プ 　 ロ 　 グ 　 ラ 　 ム





日本農芸化学会中四国支部第41回講演会（例会） 

 ムࠣࡠࡊ

 

会 場： 独立行政法人 水産大学校 講義棟 

開催日： 2015年1月24日（土） 

 

11:00～12:00 幹事打合会       （講義棟4階 セミナー室） 

12:10～13:00 支部参与会       （講義棟4階 No. 41講義室） 

 

13:10～13:35 2014年度日本農芸化学会農芸化学奨励賞受賞講演 

  （講義棟4階 No. 43講義室） 

「消化管のタイトジャンクション機能を制御する食品成分・生体内因子に関する 

基礎的研究」 

   鈴木卓弥（広島大院・生物圏） 

 ᐳ㐳 ᳯဈቬᤐ
広島大院・生物圏� 

 

13:35～15:20 ミニシンポジウム「農芸化学によって拓かれる水産の未来」 

   （講義棟4階 No. 43講義室） 

13:35～13:40 開会の挨拶  

    原田和樹（水大校・食品科学） 

13:40～14:05 「伝統食品加工技術を応用した新たな水産食品の開発」 

 福田 翼（水大校・食品科学） 

 ᐳ㐳  ጟዏ（山口大・農） 

14:05～14:30 「食用海藻の高付加価値化につながる抗アレルギー成分」 

 杉浦義正（水大校・食品科学） 

 ᐳ㐳 ⢈Ⴆፏ↵（山口大・農） 

14:30～14:55 「水産食品の安心・安全確保に向けた毒素検出法の開発」 

 池原 強（水大校・食品科学） 

 ᐳ㐳 高ဈᥓਯ（山口大・農） 

14:55～15:20 「攻めの水産業における香りの可能性」 

 赤壁善彦（山口大・農） 

 ᐳ㐳 ೨田ବ（水大校・食品科学） 
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一般講演ࠣࡠࡊム 

 

# 会場（No. 41 講義室）「ᓸ↢‛（ㆮવሶᯏ⢻⸃ᨆ）」 

 

#-01 15:35 分ⵚ㉂Უにおけるǩ のᶧ⢩߳のャㅍ機᭴の⸃ᨆー࠳シࡁンࡑ-  

  ٤⾆ඳ㧘田ᷗశᤘ㧘田ਛ⋥ቁ  

  （香Ꮉ大・農）  

 

#-02 15:47 分ⵚ㉂Უࡠンࡏイ࠹ࡠࡊ࠼アーのផቯಾᢿ࠴ࡕーࡈをする  

  PA-TM-RING タンࡄク⾰の機能⸃ᨆ  

  ٤出島ஜม㧘᧲ ᄹ㧘田ᷗశᤘ㧘田ਛ⋥ቁ  

  （香Ꮉ大・農）  

 

#-03 15:59 ᱤ∛原性⚦⩶ Eikenella corrodens におけるᄖ⤑ࡐーンにࠃるࠝート

インࡘ࠺ーࠨー㧞のਇᵴ化機᭴  

  ٤㊀なつߺ㧘Fariha Jasin Mansur㧘㒙ᐳᒄⴕ  

  （山口大・農）  

 

#-04 1�:11 ᱤ∛原性⚦⩶ Eikenella corrodens のࡃイࠝࠖࡈルࡓを㒖ኂする߈のߎ

成分の♖ߣ⸃ᨆ  

  ٤⍹田⛗子㧘٤ศ᧻㉻㧘㒙ᐳᒄⴕ  

  （山口大・農）  

 

#-05 1�:23 SulA ଐሽ性ṁ⩶における zwf のᓎഀ  

  ٤⮮山和㧘ቶ㦖ਯ㧘高ဈᥓਯ 1㧘山田   

  （山口大院・ක㧘 1 山口大・農）  

 

#-0� 1�:35 ⠴ᾲ性㉂Უ Kluyveromyces marxianus のㆶరဳࠣルタࠝ࠴ンᷝ加ᤨのઍ

⻢物ᄌേの⸃ᨆ  

  ٤田成ノ㧘高ဈᥓਯ 1㧘山田   

  （山口大院・ක㧘 1 山口大・農）  

 

#-07 1�:47 高᷷性ࠝࡇࡠࡊン㉄㉄化生⩶におけるࠦࡂク㉄㉄化の⸃ᨆ  

  ٤⍹口⾆ਯ , ᧻ਅ和生 1, 高ဈᥓਯ㧝 , 山田   

  （山口大院・ක㧘 1 山口大・農）  
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#-0� 1�:59 ⠴ᾲ性 Zymomonas mobilis を用たㆮ伝子ዉにࠃるア࠾ン高᷷発㉂

生産の⹜ߺ  

 ٤㝩⍹ᥓ子㧘ਛ島ᐽਯ㧘田正ਯ㧘高ဈᥓਯ 1㧘山田   

 （山口大院・ක㧘 1 山口大・農）  

 

#-09 17:11 大⣺⩶⤑⚿วဳࠣルࠦーࠬ⣕水素㉂素における⤑⽾ㅢ㗔ၞのアࡁࡒ㉄

ᱷ基の機能⸃ᨆ  

 ٤⦁ᯅ⒤ቁ㧘山㦮ℂᕺ子㧘高ဈᥓਯ 1㧘山田   

 （山口大院・ක㧘 1 山口大・農）  

 

#-10 17:23 ࠛタࡁール生産性ࠩイࠬ࠽ࡕࡕ⩶ CP4 ᩣの高᷷ㆡ応ᄌ⇣ᩣにおける生

ℂ学的・ㆮ伝学的⸃ᨆ  

 ٤⊕ਣఝ⾆㧘山ਅ⥰子 1㧘田正ਯ 1㧘᧻⼱ፄਯ㧘高ဈᥓਯ㧘山田  1 

 （山口大・農㧘 1 山口大院・ක）  

 

#-11 17:35 大⣺⩶における㐳ᦼቯᏱᦼ生ሽになᄌ⇣ߘߣのဳ  

 ٤⣁ 義⾫ , Ꮉ口⚐ᐔ 1, 田正ਯ 1, ᧻⼱ፄਯ , 高ဈᥓਯ ,  

 山田  1 

 （山口大・農㧘 1 山口大院・ක）  
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㧮会場（No.42 講義室）「ᓸ↢‛（ઍ⻢ಽ㔌）」 

 

$-01 15:35 海藻ߪ海⨲を分㔌Ḯߣしたアルギン㉄⾗化性⩶  

 ٤⮮ἑ㤗⚓子㧘木ኼᪧ 1㧘鈴木ብ和㧘大ၔ 㓉  

 （㠽ข大院・工㧘 1 㠽ข大・工）  

 

$-02 15:47 海ᵗ性⚦⩶↱᧪新ⷙアルギン㉄分⸃㉂素のត⚝  

 ٤木ኼᪧ㧘⮮ἑ㤗⚓子 1㧘Ꮉᧂ 1㧘鈴木ብ和 1㧘大ၔ 㓉 1 

 （㠽ข大・工㧘 1 㠽ข大院・工）  

 

$-03 15:59 ⚃藻㘃ࠝࠧࡁ科海藻のၭ㙃藻体に付⌕するᓸ生物の․ᓽ  

 ٤၂田ᶈቁ㧘ዊᲧ⾐⑲樹㧘᎑ ᵗ  

 （産✚研・ஜᐽ工）  

 

$-04 1�:11 大⣺⩶におけるᅢ᳇᧦ઙਅߢ機能する ▽ールว成ઍ⻢⚻〝の᭴ࡁタࡉ-1  

 ٤ ጟዏ㧘Vangnai Alisa S.1㧘⮯Ꮷኼᴦ㧘᧻ਅ৻ା㧘加⮮⚐৻ 2 

 （山口大・農㧘 1Chulalongkorn Univ.㧘 2 広島大院・వ┵）  

 

$-05 1�:23 Acetobacter ዻ㈶㉄⩶の機ṁᇦ⠴性におけるࠬクアレン㧙ࡍࡎンⅣ化

㉂素のᓎഀ  

 ٤㇊㗇㧘Soemphol Wichai1㧘᧻⼱ፄਯ ,  ጟዏ㧘⮎Ꮷኼᴦ㧘  

 ᧻ਅ৻ା  

 （山口大・農㧘 1 ࠦンࠤン大）  

 

$-0� 1�:35 Corynebacterium glutamicum における⠴ᾲ化ߣᵴ性㉄素⒳  

 ٤田㦖ᄥ㇢㧘大ᐽ⾆㧘Nawarat Nantapong1㧘᧻⼱ፄਯ㧘 ጟዏ㧘  

 ⮎Ꮷኼᴦ㧘᧻ਅ৻ା   

 （山口大・農㧘 1 （ー工科大࠽ࠬ  

 

$-07 1�:47 ㈶㉄発㉂における㈶㉄⩶の⤑⚿วဳアル࠼ࡅ࠺⣕水素㉂素 AldFGH の

ᓎഀ  

 ٤福成⡛㧘新⚊ ବ㧘ఽ₹⍮大㧘᧻⼱ፄਯ㧘 ጟዏ㧘⮎Ꮷኼᴦ㧘 

 ࠟンジャࠖ࠹࠽ーࠣール 1㧘᧻ਅ৻ା  

 （山口大・農㧘 1 （ート大・ℂࠨࠞ  

 

$-0� 1�:59 出⧘㉂Უのዊ⢩ャㅍを制御する⢽⾰に関する研究  

 ٤ㄆ島ஜᢥ㧘⦁ᚭ⠹৻  

 （広島大院・生物圏）  
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$-09 17:11 分ⵚ㉂Უ S. pombe の⚦⢩ᄖࠝ࠼࠴ࡊࡍࠧ用制御  

 ٤ർᙗม㧘⮮ᧄ⩿ᄹ 1 

 （広島大・⥄ὼ科学研㧘 1 広島大・工）  

 

$-10 17:23 ㉂Უ㋦ᗵฃ性ࡕࡠࡊーターにࠃるタンࡄク⾰高発ߣ㋦Ớᐲଐሽ

的な⺃ዉ発  

 ٤新⠍ᄥ㧘ᤊ田ዏม㧘赤田୶ᴦ  

 （山口大院・ක）  

 

$-11 17:35 ⠴ᾲ性㉂Უ Kluyveromyces marxianus にࠃる高᷷発㉂にᔅⷐなᩕ㙃成分

の⸃ᨆ  

 ٤ਛᎹ⾆㧘ᤊ田ዏม㧘赤田୶ᴦ  

 （山口大院・ක）  
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㧯会場（No. 35 講義室）「㉂⚛࠲ンࠢࡄ⾰」 

 

%-01 15:35 アࠬࠦルࡆン㉄生ว成のశ制御に関ࠊるシࡠイ࠽࠭࠽ VTC2 タンࡄ

ク⾰の機能⸃ᨆ  

 ⒳子田㓳ੱ㧘安ᧄᓀ⧎㧘ਣ田㓉ౖ㧘Ỉ ཅᒄ㧘ศ和 1㧘٤⍹Ꮉቁඳ  

 （島ᩮ大・生⾗科㧘 1 ਛㇱ大・応生）  

 

%-02 15:47 Rhizobium sp. S10 ᩣ↱᧪ D-ࠣルࠦシ࠼ るࠥンࠃにー࠽ࠥࡠ࠼ࡅ࠺-3-

新ⷙੑ♧の生産ࠄ߆ーࠬࠝࡆࠝ࠴  

 ٤㊁ᓀᏗ㧘ኹఝม 1㧘ᢘ子 2㧘ᧄม 2㧘高田ᖗ㇢ 2 

 （香Ꮉ大・農㧘 1 ᗲᇫ大院・ㅪ農㧘 2 香Ꮉ大・Ꮧዋ♧）  

 

ンࠣଦㅴ機能ࠖ࠺ールࠜࡈ⾰クࡄーࠬဳㆆ㔌♧㎮のタンࡁンࡑイࡂ 15:59 03-%  

田ਛ㆐㧘⮮ፒዏ樹ڈ  1㧘೨田 ᕺ , ੑᷕ৻㇢ 2㧘㒙ㇱ義ੱ 1㧘  

 ᬀ田 正 1㧘木ศિ  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生 , 1 Ꮊ大院・⮎学ᐭ , 2 ጟ山大院・⥄ὼ科学）  

 

%-04 1�:11 インࡈルࠛンࠩ・シア࠳ー㒖ኂの開発㧦ੑ࠶ࡈ化シアル㉄  

 ٤ᷡ田ᵗ正㧘Christopher J. Vavricka㧘ᴰ ታ㧘田ਛ⊥ 1㧘  

  鈴木ᐽᄦ 2㧘大㘃 ᵗ 3㧘George F. Gao4 

 （ጟ山大院・ⅣႺ生㧘 1 ᧲ർ大院・農㧘 2 ਛㇱ大・生ஜᐽ㧘  
 3 ᮮᵿ⮎科大㧘 4 ਛ࿖科学アࠞࡒ࠺ー）  

 

%-05 1�:23 ㋕⎫㤛㉄化⚦⩶ Acidithiobacillus ferrooxidans の⇣なる生⢒基⾰におけ

るタンࡄク⾰の⸃ᨆ  

 ٤田原ᄹᵤ⟤㧘৻㓶㧘㊄የᔘ⧐  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生）  

 

%-0� 1�:35 ㋕㉄化⚦⩶のࠝ࠴⎫㉄࠽ࠥࡠ࠼ࡅ࠺ーの性⾰  

 ٤⑺田ᐽ㧘㊄የᔘ⧐㧘৻㓶  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生）  

 

%-07 1�:47 Purification and Properties of Thiosulfate Dehydrogenase from 

 Marine Acidithiobacillus thiooxidans 

 ٤Sultana Sharmin㧘Tadayoshi Kanao㧘Kazuo Kamimura 

 (Grad. Sch. Environ. Life Sci. Okayama Univ.) 
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%-0� 1�:59 ᷓ海߮ᵻἑ↱᧪シトクࡓࡠ c のアࡁࡒ㉄レࡌルߢの安ቯ性Ყセ  

 ٤成⟤ᴕ㧘ਃᧄ木⥋ብ  

 （広島大院・生物圏）  

 

%-09 17:11 新ⷙ㉂素 GDE4 お߮ࠃ GDE7 㧘LPCߪ お߮ࠃ lysoPAF を分⸃し㧘LPA お

߮ࠃ alkyl-LPA の産生に関ਈする  

 工⮮ዅ㧘大᎑♿安 1㧘山ਅᵗ㧘Stefania Mariggio2㧘加⮮▸ਭ㧘  

 Daniela Corda2㧘和ᴰቁᔒ 1㧘٤⍫ਛⷙਯ  

  （広島大院・生物圏㧘1 ⟲㚍大院・ක㧘2National Research Council, Italy） 

 

%-10 17:23 IAN family にዻする small G タンࡄク⾰ AIG1-11 の機能⸃ᨆ  

 ٤㊁可ධ子㧘ਭ႐ ㆝㧘₹ᩕⓨノ㧘Ⴎ田⌀ 1㧘高ဈᥓਯ 1㧘  

 内海ବ彦㧘山田   

  （山口大院・ක㧘 1 山口大・農）  

 

タ（Variola louti）⢄⤳ਛのシࠟトࠠシン（CTX）㉄化㉂素の検ࡂࡃ 17:35 11-%

出  

 ٤⇧ඳᔒ㧘池原 強㧘大ၔ⋥㓷 1㧘安ర ஜ 2 

 （水大校・食品科学㧘  1 ࿖┙ⴡ研㧘 2 ᣣᧄ食品分ᨆンター）  
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㧰会場（No. 31 講義室）「ᯏᄤὼ‛േ‛」 

 

&-01 15:35 ࠝルトにႮ素原子をするシアࡃࡁク࠹ン㘃✼体のว成ߣ PSII 㒖

ኂᵴ性  

 ٤ᯫ⊹ᕶᐔ㧘ਅ山⠍ノ㧘⣁ ኼ㧘㚂⮮義ඳ  

 （ᗲᇫ大・農）  

 

&-02 15:47 ࠬル࠼ࠖࡈの新ⷙイ࠼ࡒ⸅ᇦ的 NaOCl ㉄化応の開発ߣක⮎品化

ว物߳の応用  

 ٤福田⋥ᒄ㧘Ỉᵏብ㧘山㦮 ஜ㧘Ḋ ᐘ㓶㧘Ꮉ㓉ม㧘Ⓑ၂ᢕ჻㧘  

 浦山⌀৻㧘池ᧄᏆ  

 （ᱞ田⮎品工業（ᩣ）・CMC 研究ンター⮎研究ᚲ）  

 

&-03 15:59 Hindsiilactone A のว成研究  

 ٤㊁ਅବᦶ㧘ᦥ田✍ਫ㧘Ꮉ ⠦ 1㧘大内⑲৻ 2 

 （⋵広大・生ⅣႺ㧘 1 ⋵広大院・生シࠬࡓ࠹㧘 2 ㄭ⇰大・⮎）  

 

&-04 1�:11 N-ࠣࠞン⚿ว♧㎮ࡑࡐーのല₸的なᣇ法の確┙  

 ٤┻田⋥ੱ㧘೨田 ᕺ㧘木ศિ  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生）  

 

ᰴઍ⻢産物ੑ⪲ࡉーࠝ 1�:23 05-& oleuropein aglycon ࠄ߆ reduced oleuropein 

 aglycon ߳の応を⸅ᇦする Saccharomyces cerevisiae ↱᧪㉂素のหቯ  

 ٤ ศᒄ㧘ੳᚭ田ᾖ彦㧘ደᄩ㇢ 1㧘ፒ ᶈ  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生㧘 1 ጟ山大・⇣分㊁ࠦア）  

 

&-0� 1�:35 Reduced oleuropein aglycon ࠄ߆ hydroxytyrosol ߣ reduced elenolic acid ߳

のᄌ឵   

 ٤ฎ⾐߹り子㧘高ᵤ✍香㧘原田ཅ広㧘ᓢ ᕺ⟤ 1㧘⩵ᢘ৻ 1㧘  

 ੳᚭ田ᾖ彦㧘ፒ ᶈ  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生㧘 1 ᣣᧄࠝーࡉ  (ᩣ )）  

 

たト⣺内⚦⩶を用ࡅ 1�:47 07-& C-㈩♧体 mangiferin ンࠦアࠣࠄ߆ norathyriol

߳のല₸的ᄌ឵応  

 ٤ⷺධ㉿⟤㧘᪀原ᶈ⺈ 1㧘ᅏ田 ᵗ 1㧘ੳᚭ田ᾖ彦㧘ፒ ᶈ  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生㧘 1 ਣ善⮎  (ᩣ )）  
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&-0� 1�:59 ㉂Უ Kluyveromyces marxianus のࠠシࡠーࠬઍ⻢関ㅪㆮ伝子の⸃ᨆ  

 ٤⼾田⾫ᓼ㧘⮮Ყํᔒ㧘ᤊ田ዏม㧘赤田୶ᴦ  

 （山口大院・ක）  

 

成⯻のᲫ⁁㠦☳のⅣႺ応╵性ࡒシジ࠾ࡌ 17:11 09-&  

 ٤安ㇱ成⟤㧘⋉ᧄᏗ㧘ർᴛජ㉿ 1㧘山ਛ  2 

 （山口大・ℂ㧘 1 山口大・ᢎ⢒㧘 2 山口大院・ක）  

 

の関ㅪ性ߣဳ▵ቄߣ☳ョ࠙成⯻のᲫ⁁㠦࠴ࡠンシࡕ 17:23 10-&  

 ٤ാᖘ㧘田⾆ᔒ 1㧘ർᴛජ㉿ 2㧘山ਛ  3 

 （山口大・ℂ㧘 1 ᧲੩大院・ℂ㧘 2 山口大・ᢎ⢒㧘 3 山口大院・ක）  
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㧱会場（No. 32 講義室）「ᬀ‛」 

 

'-01 15:35 ᬀ物↱᧪の⾂Ⓝኂ⯻にኻする成㐳㒖ኂᵴ性物⾰のត⚝  

 ٤ἑየᤩᐔ㧘ᑝ島 ᕺ 1㧘ᚻᨋᘕ৻ 1㧘福田㆐ 1㧘⮮正⾗ 2㧘  

 ⑺శ和 2㧘 ஜ 3 

 （高⍮大院・農㧘 1 高⍮大・農㧘 2 香Ꮉ大・農㧘 3 香Ꮉ大・Ꮧዋ♧）  

 

'-02 15:47 ㉄性 PNGase ㆮ伝子ᰳ៊ A. thaliana ᬀ物体の᭴▽  

 ٤⑺山 㧘೨田 ᕺ㧘⮮山和ੳ 1㧘木ศિ  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生㧘 1 大㒋大・生物工学࿖㓙ᵹ）  

 

'-03 15:59 シࡠイ࠽࠭࠽におけるశ⺃ዉ性᳇ሹ開口߳の⚦⢩⾰ဳࠣルアル

࠼ࡅ࠺ の関ਈー࠽ࠥࡠ࠼ࡅ࠺ン㉄-3-  

 ٤山ᶈ㧘ᢋ⊓࿑㓷㧘ቬ正ᄥ㇢㧘ਛቱ〈㧘 ᴰ㧘田⧐ⴕ  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生）  

 

'-04 1�:11 ሹㄝ⚦⢩⚦⢩⾰ㆆ㔌 Ca2+Ớᐲのがアルイࠝ࠴࠰シアࡀート

（AITC）にࠃる᳇ሹ㐽口にߪᔅⷐߢるが㧘AITC にࠃるశ⺃ዉ᳇ሹ開

口の㒖ኂにߪᔅⷐߪߢな  

 ٤ฟ ᢥ⑲㧘大ᾢ⧷ᴦ 1㧘ቬ正ᄥ㇢ 1㧘ਛቱ〈 1㧘 ᴰ 1㧘  

 田⧐ⴕ 1 

 （学ᝄ․研究ຬ㧘 1 ጟ山大院・ⅣႺ生）  

 

ンว成㉂素に関する研究ࡍル࠹ࠠࠬߣンショ࠙⪲の香᳇成分ࠨ 1�:23 05-'  

 ٤⮮田⧐൘㧘㘵島㓁子 1㧘鈴木⑲ᐘ 2㧘᧻ஜੑ 3㧘⢈Ⴆፏ↵  

  （山口大・農㧘 1 ᄹᎹ工科大・応用ࡃイࠝ㧘 2 ߐߕ߆ DNA 研・産業基

⋚㧘 3 山口大院・ක）  

 

ン㘃を․⇣的に㓸ࡍル࠹ࠠࠬߣンジル㘃ࡌࡆࠬࡆߪᴤ⚦⢩ࠤࠧ࠾ 1�:35 �0-'

Ⓧする  

 ٤田ਛ⡍㧘木原ᒄ㧘ᳯፒผ 1㧘ඥ島 ദ 1㧘⋡ల 2㧘  

 ᵻᎹ義▸ 2㧘⢈Ⴆፏ↵ 3㧘᧻ஜੑ  

  （山口大院・ක㧘 1 ℂ研・生シࠬࡓ࠹㧘 2 ᓼ島ᢥℂ大・⮎㧘 3 山口大・

農）  

 

'-07 1�:47 トࡑト⪲ߪ⚵❱内ઍ⻢にଐሽしߡើ発性機化ว物をๆする  

 ٤ᧄ子㧘᧻原弥生 1㧘⢈Ⴆፏ↵ 1㧘᧻ஜੑ  

 （山口大院・ක㧘 1 山口大・農）  
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'-0� 1�:59 ᩮ߱ߎ∛⩶㧘Plasmodiophora brassicae の発⧘⺃ዉ物⾰หቯのためのࡃ

イࠝア࠶イ♽の確┙  

 ٤ᦸᥓผ㧘田ਛ⑲ᐔ 1㧘⢈Ⴆፏ↵ 1㧘᧻ஜੑ  

 （山口大院・ක㧘 1 山口大・農）  

 

'-09 17:11 シࡠイ࠽࠭࠽の⣣生⩶ᗵᨴ応╵シࠣ࠽ル生成にߪ GDSL がーࡄ

関ਈする  

 ٤⨹♿᪸子㧘᧻田৻彦 1㧘⢈Ⴆፏ↵㧘᧻ஜੑ 2 

 （山口大・農㧘 1 ㄭ⇰大・応用生化学㧘 2 山口大院・ක）  

 

〝⚻⻢ン㉄↱᧪素ᢙ㧤ើ発性化ว物のઍ࠼ࠠアࠤࠧ࠾ 17:23 10-'  

 ٤木原ᒄ㧘田ਛ⡍㧘大和ൎᐘ 1㧘山田᥏␜ 1㧘༑ᄙᴕ加 1㧘  

 ⍹ፒᐾ 2㧘ᴡ内ቁਯ 3㧘赤壁善彦 4㧘⢈Ⴆፏ↵ 4㧘᧻ஜੑ  

  （山口大院・ක㧘 1 ㄭ⇰大・生物ℂ工㧘 2 ᚭ大院・ℂ㧘 3 ੩ㇺ大院・  

  生科学㧘 4 山口大・農）  
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㧲会場（No. 33 講義室）「㘩ຠ」 

 

(-01 15:35 エ㛽㝼㘃に߹ࠇるࠦンࡠ࠼イ࠴ン⎫㉄の㊂ߣ⚵成分ᨆ  

 ٤ᱞ田ዏ子㧘田ஜੱ 1㧘田 1㧘ᳯ⟤ 1㧘木ᚭ口ᦸ⟤ 1㧘  

 ำ㊁大 1㧘ᓟ⮮ዏ 1㧘高田ඳ 1㧘田⚐৻ 1 

 （学ᝄ․研 PD㧘 1 㠽ข大・ၞ）  

 

(-02 15:47 ෆᲖ⤑を用た食品ഠ化㒐ᱛの開発  

 ٤田ਛ⟤樹㧘⼱⮮ዏ⾆  

 （☨子高ኾ・物⾰工学）  

 

(-03 15:59 ⦡素成分が␜すࡠ࠴シ࠽ー㒖ኂᵴ性  

 ٤大ᳯ߭߆る㧘⼱⮮ዏ⾆  

 （☨子高ኾ・物⾰工学）  

 

(-04 1�:11 ෆᲖ⤑をࡠࡊトン伝ዉ⤑ߣしߡ用た DMFC の開発  

 ٤ዊ㇊ᄹ㧘⼱⮮ዏ⾆ 1 

 （☨子高ኾ・㔚ེᖱႎ工学㧘 1 ☨子高ኾ・物⾰工学）  

 

ߪン㉄ࡑࠬࡠ 1�:23 05-) AMPK-SIRT1-PGC1ǩをしߡ╭⚦⢩の⢽⢌㉄㉄化を

ଦㅴする  

 ٤㒙ㇱ大๋㧘㥲⮮ ᱞ㧘㊁ᣇᵗ৻  

 （農研機᭴・ㄭਛ྾農研）  

 

の応用ߘߣイン㉯ㅧਛのή機ర素のേࡢ 1�:35 �0-)  

 ٤大田⟤ఝ㧘ዊ山和 1㧘ၳᄹⓄ子 1㧘ᅏ田生 1㧘ᓟ⮮ᄹ⟤ 1 

 （広島大院・生物圏㧘 1 ㈬✚研）  

 

(-07 1�:47 ૐ用㝼を用ߡ⹜した㝼㉟の․性  

 ٤ⴡ⮮⍮子㧘木原⩿㧘㦮ᄥ㇢㧘鈴木⑲ᓧ㧘福田 翼㧘和田ᓞ子㧘  

 原田和樹  

 （水大校・食品科学）  

 

(-0� 1�:59 発㉂技術をᵴ用した╣⫱㋿㝼㉟の研究開発  

 ٤鈴木⑲ᓧ㧘ⴡ⮮⍮子㧘㦮ᄥ㇢㧘福田 翼㧘和田ᓞ子㧘  

 ޘ木ᖝ㇢ 1㧘原田和樹㧘೨田ବ  

 （水大校・食品科学㧘 1 㒙ㇱ⫱㋿ᐫ）  
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(-09 17:11 ⷡンࠨーにࠃる⫱㋿品ののቴⷰ的⹏価  

 ٤ᅏℂ香㧘池原 強㧘高⦟ ੫ 1 

 （水大校・食品科学㧘 1 トࠞࡇࡠル࠹クࠬࡊࡁ）  

 

(-10 17:23 ⷡンࠨーを用たᄥ子ののᢙ値化ߣ品⾰管ℂ߳の応用  

 ٤木ਅ 翼㧘池原 強㧘高⦟ ੫ 1 

 （水大校・食品科学㧘 1 トࠞࡇࡠル࠹クࠬࡊࡁ）  

 

(-11 17:35 大⼺ཬㅧ法を応用したࠝࠠアࡒཬ開発  

 ٤大関⟤ດ㧘⮮Ỉ和⾆㧘Ꮉసᢅ 1㧘ฎਅ 学㧘⦼ ᕡ↵㧘೨田ବ㧘 

 原田和樹㧘福田翼  

 （水大校・食品科学㧘 1（ᩣ）ዊ㊁ਁ）  
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㧳会場（No. 34 講義室）「⚦⢩↢ℂ」 

 

)-01 15:35 Benzyl isothiocyanate の抗アレルギー用ߘߣの分子機᭴  

  ٤内⮮ ⠍㧘Tang Yue㧘ቬ正ᄥ㇢㧘田⧐ⴕ㧘ਛቱ〈  

  （ጟ山大院・ⅣႺ生）  

 

㉄ャࡁࡒートの⚦⢩Ⴧᱺ㒖ኂ用におけるアࡀシアࠝ࠴࠰ンジルイࡌ 15:47 02-(

ㅍ⚻〝の関ਈ  

 ٤ᧃ成⟤㧘安ㇱᄹ✜⟤㧘ቬ正ᄥ㇢㧘田⧐ⴕ㧘ደᄩᦶ㧝㧘  

 ਛቱ〈  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生㧘㧝ጟ山大・⇣分㊁ࠦア）  

 

る⚦⢩生ሽ⚻〝ᵴ性化の分子機᭴ࠃートにࡀシアࠝ࠴࠰ンジルイࡌ 15:59 03-(  

 ٤㣔㊁ජᥙ㧘ቬ正ᄥ㇢㧘田⧐ⴕ㧘ਛቱ〈  

 （ጟ山大院・ⅣႺ生）  

 

)-04 1�:11 Ⅳ⁁ᨴ⦡体のᒻ成お߮ࠃ⛽ᜬにᔅⷐなㆮ伝子  

 田ਛ大樹㧘杉原ߺߐ㧘٤㊁ ൎ  

 （広島大院・వ┵物⾰）  

 

ーターの開発ࡕࡠࡊトၭ㙃⚦⢩の㋦⺃ዉ性ࡅ 1�:23 05-(  

 ٤高ᯅసౖ㧘ਛ⟤♿子 1㧘ᤊ田ዏม㧘赤田୶ᴦ  

 （山口大院・ක㧘㧝山口大・産学）  

 

る⢗☼⤑ⅣႺ⇣Ᏹࠃトレࠬ⽶⩄にࠬߪのアルࠦールᛩਈ߹た߳ࠬ࠙ࡑ 1�:35 �0-(

ルの࠺ࡕ  

 ٤新ஜᄥ㧘દ⼺原ታᴕ㧘山ⷺ ᗲ㧘♿ᓆ㧘ජ⪲ℰ樹㧘ችፒᵏᐘ㧘  

 ᧻ਅᤋᄦ㧘⥓ൎ  

 （水大校・食品科学）  

 

ࡓアルタイ 1�:47 07-( PCR 法にࠃるⶊ藻ࡠࡠࡈ᧪↱ࡔࠟࠨタン࠾ンỚ❗物の

抗アレルギー性の検⸛  

 ٤Ꮣᣉ⟤保子㧘⊖ว㊁ℭ子㧘㊁రつߐ߆㧘杉浦義正㧘ች田  

 （水大校・食品科学）  
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)-0� 1�:59 ELISA 法にࠃるⶊ藻ࡠࡠࡈ᧪↱ࡔࠟࠨタン࠾ンỚ❗物の抗アレルギ

ー性の検⸛  

 ٤⊖ว㊁ℭ子㧘Ꮣᣉ⟤保子㧘㊁రつߐ߆㧘杉浦義正㧘ች田  

 （水大校・食品科学）  

 

)-09 17:11 ⢽⢌性⢄∔ᖚ࠺ࡕルߢる Fxr の⢽⾰ઍ⻢における㝼ᴤ៨ࠬ࠙ࡑ៊ᰳ

ขのᓇ㗀  

 ٤木ਅ৻㧘㗡₵༑㧘⮮ᧄᐽᄥ㧘杉浦義正㧘ች田  

 （水大校・食品科学）  

 

)-10 17:23 ⢽⢌性⢄∔ᖚ࠺ࡕルߢる Fxr ࠠࠦࡈの⢽⾰ઍ⻢におけるࠬ࠙ࡑ៊ᰳ

ンᛩਈのᓇ㗀࠴ンࠨ  

 ٤高ጤ℉⏴㧘木ਅ৻㧘新㊁⠹ᐔ㧘杉浦義正㧘ች田  

 （水大校・食品科学）  
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